
撒

削　　蛋

難
蹴

一
漁
、

難
　照

鎌

難

慧
．

蝋

撒

　　　　　　　　　　鞭舞灘

　　　　　　　　　　　嚢

顯松㈹保育所の豆まき労・ら墨

　　　　　　　　　　　　　　蕪

　騰

羅　　
　
鱗

馬

蜜

懸

難

灘

翁

凝

鰍

灘　
螺
翼

　
　
　
　

証

琶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
棄
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂

欄
灘
謹

．
懸
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、
・

講
楓
響

　
　
　
　
　
　
灘
灘
麗
欝

慧

轍
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県
は
去
る
十
二
月
二
十
六
日
、
新

聞
紙
上
を
通
し
各
市
町
村
別
、
転
作

等
目
標
面
積
と
予
約
限
度
数
量
を
定

め
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
松
代
町
で
は

九
五
、
一
㎏
が
割
当
さ
れ
厳
し
い
対

応
が
追
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
戦
後
最
大
の
冷
夏
冷
害

に
よ
る
大
被
害
。
今
年
は
、
昭
和
二

十
年
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
る
大
豪

雪
に
み
ま
わ
れ
、
町
農
業
の
振
興
に

と
っ
て
は
ま
こ
と
に
厳
し
く
困
難
な

状
況
下
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
当
松
代
町
ば
か
り
で
な
く

全
市
町
村
共
通
の
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
現
実
を
直
視
し
出
来
る
だ

け
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
、

又
ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
転
作
第
二
期
対
策
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
減
反
に
つ
き
ま
し
て
は
昭
和
五
十

三
年
度
よ
り
水
田
利
用
再
編
対
策
と

名
を
変
え
米
か
ら
他
作
目
へ
の
転
作

を
目
標
と
し
て
三
年
間
（
第
一
期
対

策
）
別
表
1
の
と
お
り
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
か

ら
三
ヶ
年
間
、
第
二
期
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
．

　
　
巽
濾
陥
、
謡

説

鶉
鑑
論

①
米
の
一
人
一
年
間
の
消
費
量
は

　
年
々
減
少
し
五
三
年
に
は
八
一
・

　
六
㎏
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭

　
和
三
〇
年
代
の
ピ
ー
ク
時
の
約
三

　
分
の
二
で
す
。
ま
た
六
五
年
に
は

　
一
人
当
り
六
三
㎏
～
六
六
㎏
（
約

　
一
俵
）
程
度
に
減
少
す
る
と
見
込

　
ま
れ
て
い
ま
す
．

②
水
稲
の
反
収
は
、
年
々
増
加
し

　
六
五
年
に
は
、
平
年
作
の
場
合
、

　
全
国
平
均
で
五
一
〇
㎏
／
反
に
な

　
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
政
府
の
五
五
年
十
月
末
現
在
の

　
古
米
の
在
庫
量
は
六
六
六
万
ト
ン

　　　．米の1人1年問の消費量（kg）　　　　　47L／／
　　／　　　　　　　　　．／’（響1言）
／／　　　　　　　　　　　　．／
＼．1。。．2　　　45。／・・／
　　＼　　　　　　．＿．＜ノ
　　　　＼．．一・／　　＼、
　　　　　431．＞・＼．＿塾9．8　　水稲の反収（平年・kgl・a）

　　　　．／　　　　＼・＼．

　　／塑　　＼●＼」．6
／
一
●

＼●、

　、、、、．、

　650
、　　、

666

古米在庫量（万卜　ン）

264

367

572 （ll年6

62
114

　
で
、
こ
れ
は
全
国
民
の
消
費
量
の

　
約
七
ヵ
月
分
に
相
当
し
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
な
米
の
需
給
事
情
か

　
ら
全
国
平
均
で
は
水
田
耕
作
面
積

　
の
約
二
四
％
、
北
海
道
に
お
い
て

　
は
約
半
分
の
五
〇
％
、
新
潟
県
で

　
は
約
十
五
％
の
面
積
の
転
作
割
当

　
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
に
は
約
一
割
の
一
〇
・
三

　
％
の
割
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
こ
の
こ
と
は
単
純
計
算
で
ゆ
く

　
と
松
代
町
で
は
農
家
そ
れ
ぞ
．
れ
の

　
水
田
耕
作
面
積
の
約
一
割
を
転
作

　
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で
あ
り
「
地

　
域
ぐ
る
み
集
落
ぐ
る
み
の
集
団
転

　
作
と
定
着
化
の
推
進
」
が
強
く
要

　
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

∂
　
6

42　43　44　45　46　47　48　49　50　51　52　53　54　55

松代町年度別転作等実施明細表表1

特　定　作　物 一　　般　　作　　物 永年性作物 魚貝類

養殖田

農協等管理水田 通年施行区
分
　
年
度 大豆 そば

飼料用
作　物 レンコン

クワイ 小豆 タバコ その他 果樹 杉 桐 戸数 面積 戸数 面積

53 　a356 　a119 　　a115 　　a590 　a95
　a
156
　a
69

　a
97

　a
614

　a
845
　a
437 　　a480

戸

O a
O

　戸
81 　　a2，113

54 408 135 112 586 74 250 56 112 1，211 1，212 540 497 0 0 32 873
55 593 144 283 660 114 202 45 245 2，214 1，640 657 869 22 498 15 232
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10アール当たり昭和56年度転作等対象作物等及び奨励補助金表II

　　　項　目
種　類

作　　　　物　　　　名　　　　等 基　本　額
（町予定加算額）

計　　　画　　　加　　　算

予定加算額 摘　　　　　要

特　　定　　作　　物 実取り用大豆・そば・飼料作物・麦 45，000 6，500 極での
力　’団部
集転地落
団作に　内
化の集で
さ　実団　の

れ施化転
ま　に　し　作
す　は　た　面

よ　部転積
う　落作の
お内型1
願で態一　　　2い話が
し　し　対の
ま　合象面
す　い　と　積
○を　な　を
　さ　り　2
　れ　ま　個
　て　す以
　’の　内

一　　般　　作　　物 上記以外の一般野菜 25，000 5，000

永　年　性　植　物

杉・桐・桑等（植栽後3ケ年間のみ） 30，000 5，000

果樹（植栽後5ケ年間のみ） 45，000 6，500

農業用生産施設用地 野菜類ハウス敷地等（3ケ年間のみ） 30，000 5，000

魚貝類養殖水田 水田養魚（3ケ年間のみ） 30，000 5，000

管　理　転　作　等
農協等への水田管理の委任
（3ケ年間のみ、以前からの休耕田は除外）

30，000 一

土地改良通年施行 圃　場　整　備　等
町平均
30，000 一

新
た
に
補
助
金
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
新
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
松
代
町
農
業
生
産
基
盤

　
　
　
　
　
　
整
備
事
業
等
補
助
金

　
水
田
利
用
再
編
対
策
が
年
々
強
化
さ
れ
て
来
て
お
り
、

当
町
に
お
い
て
も
今
ま
で
の
よ
う
な
対
応
で
は
目
標
面

積
の
達
成
も
、
今
後
の
農
業
経
営
の
見
通
し
も
困
難
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
今
後
は
水
田
か

ら
畑
作
へ
の
転
作
を
推
進
し
、
飼
料
作
物
・
大
豆
・
そ

ば
の
特
定
作
物
と
併
せ
て
、
葉
タ
バ
コ
・
桑
園
の
作
付

け
を
振
興
す
べ
く
、
畑
地
造
成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

現
在
の
補
助
金
交
付
基
準
に
左
記
事
項
を
新
設
い
た
し

ま
し
た
。
御
利
用
下
さ
い
。

事業種目 補　　　　助　　　　金 採　択　基　準

水田利用再編対策

0．1ha～0．3ha未満
40％
にかかる水田の転作

畑造成事業に必要な個人
水田利用

取付道路その他の施

再編農地 0．3ha～1．Oha未満
50％
設の新設又は変更及

び土壌改良等改良事業

0．1ha～0．3ha未満 60％
ただし事業費は、

0．1ha当り25万円共同

を限度とする
0．3ha～1．Oha未満 70％

林道で松苧山に挑戦

（写真は犬伏地内の起点）

　七ツ詣ひ）の山、松苧山に人の足から自動車に替えて登ろうと昭和

55年度より犬伏から、林道事業で開設を始めました。

　霊峰、松苧山も数年後には一変した姿を現わすことと思います。

↓
エ
事
前
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（
V

凸
V

ウ

4呂

邑

、
．
．
、
げ

陪

1獄1幽

■

　り

襲
羅
嚢
農
顕
繋
鍍
“
蚕
馨
皿
雛
皿
薯
思
叢
鷹
羅
雛
舞　　　　1

　粥　欄
嚢

小
学
校
一
年

○
山
岸

二
年

宏
　
（
峠
小
）

蓬
　
婁
嚢

○
若
山
　
勝
男
　
（
室
野
小
）

三
年

○
本
山
い
ず
み
　
（
松
代
小
）

四
年

○
西
潟
　
一
浩
　
（
室
野
小
）

五
年

○
鈴
木
　
優
子
　
（
松
代
小
）

六
年

○
西
潟
　
寿
弘
　
（
室
野
小
）

一

中
学
一
年

○
柳

二
年

千
枝
　
（
松
代
）

○
小
堺
　
聡
子
　
（
蒲
生
）

三
年

○
斉
藤
　
保
子
　
（
室
　
野
）

　
　
ネ

準

特

小
学
校
一
年

o
佐
藤
　
　
豊
（
室
野
小
）

o
佐
藤
　
正
子
（
儀
明
小
）

小
学
校
二
年

○
斉
藤
　
真
也
（
松
代
小
）

o
牧
田
久
美
子
（
峠
小
）

小
学
校
三
年

o
山
岸
　
昭
光

o
柳
　
久
美
子

小
学
校
四
年

o
小
堺
　
聡
美
（
蓬
平
小
）

○
鈴
木
　
信
子
（
室
野
小
）

小
学
校
五
年

○
鈴
木
　
智
弘
（
松
代
小
）

○
佐
藤
健
一
（
室
野
小
）

o
山
岸
　
由
加
（
　
〃
　
）

小
学
校
六
年

○
佐
藤
　
秀
行
（
室
野
小
）

o
武
田
　
和
美
（
松
代
小
）

o
本
山
あ
ゆ
み
（
松
代
小
）

選

（
蒲
生
小
寺
田
分
校
）

（
松
代
小
菅
刈
分
校
）

中
学
校
一
年

o
馬
場
　
葉
子
（
蒲
生
）

○
佐
藤
奈
津
江
（
室
野
）

中
学
校
二
年

○
樋
口
　
春
彦
（
松
代
）

o
小
堺
　
武
彦
（
儀
明
）

○
柳
　
　
　
泉
（
松
代
）

中
学
校
三
年

o
山
本
・
秀
樹
（
犬
伏
）

○
関
谷
ミ
チ
ル
（
松
代
）

o
池
田
　
靖
子
（
松
代
）

高
校
生
の
部

特
選

準
特
選

ご出品ありがとうございました。

斉
藤
　
義
弘
（
田
野
倉
）

樋
口
　
良
夫
（
松
代
）

市
川
　
義
久
（
池
之
畑
）

　
恒
例
の
町
書
初
展
覧
会
を
1
月
2
7

日
～
2
8
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
町
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
出
品
、
設
営
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

の
部
特
選
・
準
特
選
を
表
彰
し
、
出

品
作
に
奨
励
賞
を
授
与
い
た
し
ま
し

た
。
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豪雪獺害細誌（抜粋）松代町

　36年ぶりという記録的豪雪にみまわれ、2月4日現在、7
世帯31人が雪崩の恐れがあるため避難するなど、豪雪による
災害が町内各地でおこりました。町の災害日誌から、その抜
粋をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
難嚢灘灘嚇…・　9　　　冥’

　　　　　難、購聾麗
　　　　　　　　　　　　　灘囲．

羅　座；・　　　　　　　　　　　襯㈱’

嚢

難

蓑

轄

月　日

1月6日

日
日8
0

　
1

11日

12日

13日

14日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

24日

2月2日

4日

事 項

08時30分　豪雪対策本部設置
○電話の故障11件
○タバコハウス（25K×7K）全壊　莇平高橋以治さん所有
○雪崩による家屋倒壊の恐れあケ）、千年武田博之さん、
　武田寿栄さん2世帯　11名に11時59分避難勧告
○電話の故障　6件
011時59分に豪雪対策本部を豪雪災害対策本部に更新
○国道253号線　松代十日町間雪崩の危険のため交通止
○千年雪崩危険箇所雪壁落し消防団員32名部落民12名出動
○バス全面運休
o松代中学校、清水小学校休校
O除雪中の転落事故15時30分頃仙納池田豊平妻スミエさ
　ん（37才）自宅前の除雪中崖下に転落雪中に埋まる。17時
　頃主人が帰宅して発見、救急車と雪上車の連携プレーに
　より松代病院に入院、胸部打撲発熱
Oバス全面運休　○電話の故障11件
o松代中学校休校　oゴミ収集中止
08時30分松代災害救助条例発動（弱者に対する危険除去
　費助成）

o県災害対策本部に対し、災害救助法発動要請
○松代中学校、松代高校休校
○電灯の故障11件　○電話の故障4件
○バス全面運休　oゴミ収集中止
○新潟県災害救助条例発動1月11日から20日まで適用
○松代中学校、松代高校休校

O電灯故障11件　O電話故障9件
○バス全面運休　○ゴミ収集中止
○バス全面運休　○ゴミ収集中止
○電灯の故障20件　○電話の故障11件
o松代中学校、松代高校休校
○バス全面運休　○ゴミ収集中止
○電灯の故障7件　O電話の故障25件
○松代中学校、松代高校休校
○バス全面運休　○ゴミ収集中止
○電灯故障7件　○電話の故障11件
o孤立集落解消
○バス学童生徒輸送のみ1部運行（室野、儀明、犬伏方面）
O清水小学校廊下（9間）の柱5本雪の重圧でたわむ、倒壊
　の危険あり、消防団員、部落民19名ブルドーザー1台で
　除雪危険を脱す。（15時頃発生　19時除雪終了）
○電灯の故障20件　○電話の故障13件
o濁、竹所、峠、木和田原中学生松代の旅館に分宿（旭堂旅
館女子10名　松栄館男子11名）

oゴミ収集中止
○バス学童生徒輸送のみ1部運行（19日と同じ）
○電灯の故障8件　○ゴミ収集中止
○バス学童生徒輸送のみ1部運行（室野、儀明、犬伏、清水
方面）　　○電灯の故障8件
012時～30日午後24時まで災害救助法適用
oバス全面運休
O避難勧告　大字峠田巻成三さん（家族3名）午後1時
O電灯の故障8件　Oゴミ収集中止
○小荒戸雪崩による家屋倒壊の恐れあ『）、高橋喜三郎さん
　1世帯4人、13時50分避難勧告避難先　旧松代中学校
　寮
○峠、プロパンガス爆発、山岸国平さん住宅125m2全焼
O池之畑雪崩による家屋倒壊の恐れあ｝）、高橋恒太郎さん1世

帯1人10時00分避難勧告避難先同部落市川八十八さん宅
　（前坂）

○田沢雪崩による家屋倒壊の恐れあ｝）、高橋卯吉さん7人
菅井與一郎さん4人11時50分避難勧告　避難先　高橋修
平さん宅　高橋定雄さん宅

1月10日千年で雪崩発生
2世世が避難

1月個雪崩危険箇所の

雪壁落し

．灘鍵，　灘

灘灘灘聾
騨鯵1

轍 欝

灘

灘

醸

　
灘辮



難
翻

く
，
，

垂

鱈

熱

　
驚
，

織
『

　
義麟

　
麹

謝

鞭

繰『．

　
贈

難

欝

鰍 購

　　　　

灘

　鱗

羅

鐡
π
翻

馨

“

．
、
苓

鴬ン’

　　轟

垂
　　繊
輻

轟難

灘
懸
鑛灘

（千年地内）

嚢
校
、

　
　
松

．
覇
・

欝
－
県

・
雪
辮

　　　　嚢鮭

▲昭和20年の積雪図▲

　
雪
と
の
闘
い
に
明
け
暮
れ
た
1
月

は
、
北
極
か
ら
の
寒
気
団
が
連
続
的

に
南
下
し
、
強
い
冬
型
が
続
き
、
昭

和
2
0
年
以
来
3
6
年
ぶ
り
の
記
録
的
な

豪
雪
と
な
り
、
1
月
n
日
当
町
に
も

災
害
救
助
法
が
発
令
さ
れ
た
。

　
昨
年
の
暮
か
ら
降
り
始
め
た
雪
は

1
月
1
0
日
か
ら
再
び
強
く
な
り
、
n

日
（
9
時
現
在
）
に
は
一
一
五
㎝
、

5月12月　　　1月　　　　2月　　’　3月　　　　4月
　最深525cm　起日2．19　根雪期間183日以上

11月

合計

12

日
八
五
㎝
、
1
3
日
九
七
㎝
と
三
日

間
で
二
九
七
㎝
の
降
雪
量
と
な
り
、

積
雪
は
1
月
1
3
日
に
早
く
も
四
一
五

㎝
に
達
し
、
そ
の
後
2
月
4
日
現
在

ま
で
4
m
ラ
イ
ン
を
上
下
し
て
い
る
。

　
過
去
3
0
数
年
の
デ
ー
タ
の
中
に
三

日
～
四
日
間
の
集
中
豪
雪
の
記
録
は

4
回
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
記
録

を
も
上
回
っ
た
．

　
そ
の
後
も
雪
は
降
り
続
き
、
降
雪

昭和42年1月3日～6日の4日間に305cmの降雪があり、松代町峠
地内と松之山湯本で雪崩が発生し死亡事故がおこった。

量
は
降
り
始
め
か
ら
2
月
4
日
現
在

ま
で
に
一
五
一
八
㎝
と
な
り
、
過
去

30

年
の
ひ
と
冬
の
平
均
降
雪
量
の
一

二
二
五
㎝
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。

　
特
に
1
月
の
降
雪
量
は
一
〇
四
五

㎝
と
な
り
未
曽
有
の
記
録
と
な
っ
た
。

　
積
雪
量
は
2
月
4
日
現
在
、
昭
和

2
年
、
昭
和
2
0
年
に
つ
ぐ
今
世
紀
3

番
目
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記
高
橋
徳

4 N

W56年
N兼

婁
、

一一42年 昭和56年

・一38年

3
昭和42年

＼

N
2

NN 昭和38年

1

N
15　　20　　25 1 5 10 15 20 25 1 5 10

／月日
（12） （1） （2）
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騰

簿

降雪量（松代）
cm
120

56． 1 ● 10～ 1 ●
25

100 ，　一　一　〇　聯　。　一　一　一　一　一ロ　O　一　一　り　一　一　一　●　一　〇　一　騨　一　一　一　一　一　一　甲　一　一　9　一　一　，　一　嘩　O　偽　薗

6　■　・　一 騨 o
一一薗一一，一一一一一一一一甲一一一一一，一。一一一一一P一一一。．P一騨一一　6

60 一一　一 一　　一 甲　　o
甲　薗　一　曹　一　臼　曹　一　一　一　一　一　一　。　一　一。　一　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　甲　一　一　一　爾　，　一　一　一　島－

40 o　o　一 一　　9 噂 ，9一一一一一卿一』。一一一一一 一 一　　一 卵　一　　一　一　一　一　甲　甲　一　甲　曹　一　一　一

20 ロ　ー　一　一 一　　一 o　　， 一 o　　， ，　　甲 甲　　冒 一　一 一 〇　一 一　一

『

日
10 15 20 25

↓
（
蒲
生
で
）

落落名 1／6 1／13 1／22 1／30
東　山 310 470 493 498

池之畑 290 453 465 475

犬　伏 255 410 420 430

清　水 286 435 432 505

蒲　生 310 475 500 528

室　野 280 420 440 460

峠 300 430 490 523

慧

織

潅

↑
（
松
代

　　　　　　↓室野で
　　　　　　　　　　　　　　　　騨越こ連　“’

瑠呈　躍．　難羅灘糊
o存あ．　雍．喝．謹、…難

　蟹灘甜謹欄　
鰍朋朋繊鵠、鮒鰹謹　錨．
灘．苺難礁纏脳難騒．

　　　　　　　3m以上の積雪年の記録
　　　積町　　　　　　　　　S20～56年（松代高校調べ）
　雪内
　量各
　＿地
　抜の
　聾

灘
…
…
燗

㎜
縫
羅

嚢

鐡
　
　　
欝

　
　
、
灘

鯨

獲　辮

　　　購

（室野地内）

照

項
目
　
　
　
　
　
年
別

1月の記録 ひと冬の記録

降
雪
量
cm

初　で
雪　の
～　降

終　弔
弟　亘
ヨ　　里
ま　cm

最　と
高
雪
　
月
積
　／
量
　日　
　
c m

S20 525 2／19

22 380 2／22

23 310 2／10

31 639 1，405 305 2／19

32 417 2，009 390 3／15

36 528 1，455 340 2／19

37 632 1，432 328 2／2

41 586 1，396 345 2／7

42 718 1，554 340 2／19

43 667 1，641 385 2／13

45 580 1，770 325 3／22

46 361 1，376 335 2／11

49 460 1，726 343 3／13

50 592 1，452 350 3／2

52 721 1，683 360 2／6

53 506 1，530 335 2／23

55 601 1，341 344 2／18

本年 1045
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依
然
と
し
て
続
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
減
少
傾
向

人
ロ
増
は
太
平
部
落
だ
け

郡
内
の
結
果

町　村　名 55年人口 50年人口 増減数 増減率 前回増減率
松　代　町 7，114 8，273 △1，159 △　　14．0 △　　15．1

安　塚　町 5，937 6，473 △　　536 △　　8．3 △　　13．5

浦川原村 4，980 5，197 △　　217 △　　4．2 △　　10．6

松之山町 5，182 5，930 △　　748 △　12．6 △　　20．6

大　島　村 3，939 4，344 △　　405 △　　9．3 △　　13．4
牧　　　　村 4，559 5，132 △　　573 △　　11．2 △　　13．7

東頸城郡 31，711 35，349 △3，638 △　　10．3 △　　14．7

部落別人ロ及び世帯数55国調

国勢調査結果から

　
昭
和
5
5
年
1
0
月
1
日
に
実
施
さ
れ

た
国
勢
調
査
の
結
果
が
先
般
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
私

達
の
住
む
松
代
町
の
人
口
は
、
七
、

二
四
人
で
、
前
回
5
0
年
の
調
査
よ

り
、
一
、
　
】
五
九
人
、
　
一
四
・
○
％

の
減
少
と
な
り
、
刈
羽
郡
高
柳
町
の

｝
四
．
七
％
に
次
い
で
減
少
率
で
は

県
下
で
二
番
目
に
悪
く
、
又
前
回
5
0

年
の
一
五
、
一
％
に
く
ら
べ
て
も
若

干
鈍
化
し
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
高
い
減
少
率
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
松
代
町
の
人
口
は
、

記
録
上
最
高
で
あ
っ
た
昭
和
2
5
年
の

一
四
、
三
二
三
人
の
半
数
以
下
と
な

っ
た
わ
け
で
、
深
刻
な
事
態
を
迎
え

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
を
部
落
別
に
見
て
み
る
と
、

前
回
5
0
年
に
引
き
続
き
増
加
し
た
の

は
太
平
だ
け
で
、
前
回
の
時
は
増
加

で
あ
っ
た
松
代
、
儀
明
は
、
今
回
は

東
頸
城
郡
で
は
一
〇
・
三
％
と
、
前

回
5
0
年
の
一
四
・
七
％
に
く
ら
べ
鈍

化
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
高
い
減
少
率
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
、
郡
部
で
は
最
も
悪
い
な

ど
地
域
差
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
も
、
交
通
や
経
済
の
発
達
が

望
ま
れ
る
次
第
で
す
。

（55年） （50年）

区分

字名
世帯数 人口計

男　女　別
世帯数 人口計

男　女　別 人口増減
男 女 男 女 人　口 比　率

松　　代 486 1，687 833 854 473 1，830 929 901 △　　143△7．81
小荒戸 32 133 63 70 35 139 67 72 △　　　6△4．32
太　　平 40 154 71 83 33 148 66 82 6 4．05菅　　刈 34 137 68 69 45 190 92 98 △　　53 △27．89
田　　沢 29 114 57 57 32 132 64 68 △　　18 △13．64
小屋丸 10 27 14 13 17 51 29 22 △　　24 △47．06
池之畑 20 89 47 42 21 97 49 48 △　　　8△8．25
下　　山 33 132 65 67 33 145 69 76 △　　13 △8．97
千　　年 82 311 143 168 83 346 152 194 △　　35 △10．12
池　　尻 17 67 33 34 20 92 47 45 △　　25 △27．17
会　　沢 35 137 67 70 40 168 79 89 △　　31 △18．45
清　　水 51 167 83 84 60 231 105 126 △　　64 △27．71
桐　　山 28 94 54 40 39 149 75 74 △　　55 △36．91
蓬　　平 70 296 147 149 72 332 162 170 △　　36 △10．84
東　　山 7 35 14 21 7 36 16 20 △　　　1△2．78
海　　老 32 103 52 51 36 135 69 66 △　　32 △23．70
犬　　伏 73 290 142・ 148 86 380 210 170 △　　90 △23．68
孟　　地 22 93 50 43 26 99 55 44 △　　　6△6．06
片桐山 8 34 19 15 9 38 22 16 △　　　4、△10．53
滝　　沢 16 57 33 24 19 67 39 28 △　　10 △14．93
中　　子 7 19 9 10 8 24 13 11 △　　　5△20．83
苧　　島 28 105 55 50 29 119 57 62 △　　14 △11．76
田野倉 54 201 99 102 53 212 109 103 △　　11 △5．19
仙　　納 24 103 54 49 30 134 63 71 △　　31 △23．13
田　　代 34 114 59 55 36 124・ 63 61 △　　10 △8．06
莇　　平 35 138 70 68 39 150 78 72 △　　12 △8．00
小　　貰 11 39 23 16 13 53 28 25 △　　14 △26．42
諏訪峠 7 19 9 10 14 39 17 22 △　　20 △51．28
寺　　田 43 156 79 77 49 185 92 93 △　　29 △15．68
名　　平 11 43 23 20 24 72 37 35 △　　29 △40．28
蒲　　生 112 392 202 190 112 421 219 202 △　　29 △6．89
儀　　明 127 373 206 167 88 401 227 174 △　　28 △6．98
福　　島 36 130 64 66 38 151 75『 76 △　　21 △13．91
奈良立 18 60 27 33 20 72 35 37 △　　12 △16．67
室　　野 170 613 285 328 196 747 352 395 △　　134△17．94
竹　　所 29 104 55 49 31 122 62 60 △　　18 △14．75
濁 11 34 19 15 12 52 29 23 △　　18 △34．62
峠 49 193 96 97 55 237 122 115 △　　44 △18．57
木和田原 36 121 60 61 39 153 72 81 △　　32 △20．92
計 1，967 7，114 3，549 3，565 2，072 8，273 4，146 4，127 △1，159 △14．01
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眉

　
　
　
　
　
中
高
年

－
家
の
椎
・
働
き
盛
り
醒
凌
嚢
う

　
　
　
　
亡
ー
な
る
人
㎜
人
の
う
為
人
ま
で
が
威
人
痛
で
す

　
昭
和
五
十
五
年
松
代
町
の
死
亡
者

数
は
九
十
五
人
で
、
死
亡
率
は
、
人

口
千
人
に
対
し
て
十
三
・
二
六
人
で

す
。
全
国
・
県
と
も
死
亡
率
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
増
加
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
死
亡
順
位
の
第
一
位
は
、
心
臓
病

で
、
二
十
六
人
で
す
。
第
二
位
は
、

脳
卒
中
で
、
二
十
三
人
。
第
三
位
は
、

が
ん
で
、
十
三
人
で
す
。

昭和55年死亡原因図1

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
は
、
成
人

病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
三

つ
の
原
因
で
亡
く
な
っ
た
方
が
、
全

体
の
6
5
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
四
位
は
、
老
衰
で
八
人
。
第
五
位

は
、
事
故
で
七
人
。
第
六
位
は
肺
炎

と
溢
死
で
五
人
で
す
。

　
年
令
別
死
亡
原
因
で
は
、
四
十
代

五
十
代
、
六
十
代
の
働
き
ざ
か
り
の

死
亡
を
み
て
み
ま
す
と
、
四
十
代
が

保健衛生シリーズ

　　　　　　⑭
昭和55年

死亡原因について

五
人
で
全
員
が
男
性
、
五
十
代
は
十

人
で
、
そ
の
う
ち
男
性
が
、
六
人
で

す
。
六
十
代
は
、
二
十
人
で
、
男
性

が
十
三
人
と
、
働
き
ざ
か
り
の
年
代

で
、
男
性
が
多
く
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
死
亡
原
因
で
は
、
が
ん

心
臓
病
、
脳
卒
中
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
成
人
病
が
こ
の
よ
う
に
多
い
こ
と

働
き
ざ
か
り
の
若
い
人
達
の
死
亡
が

多
い
こ
と
か
ら
、
若
年
者
の
発
病
、

死
亡
を
な
く
そ
う
と
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
、
指
導
会

衛
生
教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
出

稼
検
診
、
循
環
器
検
診
、
老
人
検
診

等
に
よ
っ
て
、
血
圧
の
高
い
人
、
心

臓
の
具
合
の
悪
い
人
、
尿
に
蛋
白
や

糖
の
出
る
人
、
高
脂
血
症
の
人
な
ど

早
く
み
つ
け
だ
し
、
そ
の
後
適
切
な

治
療
に
つ
く
こ
と
や
、
日
常
生
活
に

気
を
つ
け
て
、
今
以
上
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
検

診
は
忘
れ
ず
に
、
毎
年
受
け
る
こ
と

検
診
結
果
は
必
ず
き
い
て
、
注
意
さ

れ
た
事
や
、
指
導
さ
れ
た
事
は
、
ぜ

ひ
守
っ
て
下
さ
い
。

　
が
ん
の
死
亡
順
位
は
第
三
位
で
す

が
、
4
0
代
、
50
代
、
60
代
で
は
一
位

を
し
め
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
、
毎
年
検
診
を
受
け
て
、
健

康
を
確
認
す
る
事
が
大
切
で
す
。
が

ん
の
検
診
は
、
松
代
町
で
は
、
胃
の

集
団
検
診
と
婦
人
科
検
診
を
申
込
制

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
下
さ
い
。

昭
和
55
年

年
令
別
死
亡
原
因

　
　
　
　
　
　
（
）
は
女
で
す

死　因 21～30才 41～50才 51～60才 61～・70才 71～80才 81才以上 計

心臓病 4 5（2） 9（6） 8（2〉 26（1①

脳卒中 1 1（1） 6（2） 10（2） 5（3） 23（8〉

が　　ん 2 2（1） 5（2） 1 3，（2） 13（6）

老　　衰 3（2） 5（4） 8（6）

事　　故 1 1（1〉 1 1（1） 2（1〉 7（3）

肺　　炎 3 2（2） 5（2）

肝臓病 1（1） 1 2（1） 4（2）

い　　死 1 3（3） 1（1） 5（4）

その他 1 1 1 1（1） 4（1）

計 1 5 10（4） 20（7） 33（16） 26（1ゆ 95＠2）

　
脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
循
環
器
系

の
成
人
病
に
か
か
る
最
大
の
原
因
は
￥

高
血
圧
と
動
脈
硬
化
で
す
。

　
高
皿
圧
は
動
脈
硬
化
を
う
な
が
し
、

動
脈
硬
化
が
ひ
ど
く
な
る
と
皿
圧
も

高
く
な
る
と
い
っ
た
具
ム
ロ
に
￥
こ
れ

ら
二
つ
の
悪
循
環
が
高
じ
て
．
脳
卒

　
　
　
　
　
　
中
や
心
臓
病
を
は
じ

蓋
　
　
…
霊
め
と
す
る
成
人
病
の

描
か
硬
溺
囲
凶
焦
間
恩
捌
で

霧
廃
す
．
一
。
同
摩
動
脈

　
　
　
　
　
　
人
病
予
防
の
決
め
手

　
　
　
　
　
　
で
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意

　
●
保
温
の
心
が
け
を

　
冬
の
夜
、
便
所
な
ど
で
脳
出
血
の

発
作
を
起
こ
す
人
が
多
い
よ
う
に
、

暖
か
い
所
か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に

体
を
さ
ら
す
の
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
排
便
の
工
夫
を

　
便
秘
は
不
快
感
や
イ
ラ
イ
ラ
の
も

と
に
な
り
、
血
圧
に
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
適
度
な
運
動
と
、
野
菜
や
く
だ

も
の
な
ど
繊
維
の
多
い
も
の
を
食
べ
、

便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

　
●
定
期
的
に
健
康
診
断

　
少
な
く
と
も
年
に
一
、
二
回
は
健

康
診
断
を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

年
の
四
月
か
ら
一
ケ
月
に
つ
き
四
、

五
〇
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
昨
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
夫
婦
が
と
も
に
付
加
保
険
料
に

加
入
し
て
二
十
五
年
間
か
け
た
場
合
、

月
額
九
四
、
○
O
O
円
の
老
齢
年
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
年
年
金
は
月
額
二
六
、

五
五
〇
円
、
五
年
年
金
も
月
額
二
二
、

六
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
母
子
、
準
母
子
年
金
に

月
額
一
五
、
○
○
○
円
の
加
算
制
度

を
創
設
す
る
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
段
と
頼
れ
る
年

金
に
な
っ
た
国
民
年
金
を
将
来
も
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
ケ
月
約

八
、
○
○
○
円
程
度
の
保
険
料
が
必

要
だ
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
し
も
、
”
少
な
い
負
担
で
多
く

の
年
金
”
を
望
む
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

い
か
に
充
実
し
た
制
度
と
な
っ
て
も

1
．
螺

騨網漣！

今
へ がり　　4画』

i●玉

　　　　　や饗　　　「

）ノ』一r福
酬▽θ本轍い

　』》．　ン

　
　
　
　
　
　
C

そ
の
裏
付
け
と
な
る
年
金
財
政
が
確

立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
、

「
絵
に
か
い
た
モ
チ
」
に
終
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
私
た
ち
は
給
付
に
見
合
う
保

険
料
の
負
担
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。保
険
料
を
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
負

担
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
が
、
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
保
険

料
の
改
定
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
段

階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
今
後
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
負

担
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
国
民
年

金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る
た
め
の

や
む
を
得
な
い
措
置
で
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

青
少
年
活
動
を

　
さ
か
ん
に
す
る
た
め
に

推
進
旨才

導
員
の
悩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∂
み

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る

上
で
の
課
題
は
次
の
三
点
に
要
約
さ

れ
る
と
思
う
。
即
ち
、
O
行
政
の
姿

勢
、
⇔
推
進
員
等
の
選
び
方
、
口
青

少
年
に
対
す
る
社
会
一
般
の
考
え
方

の
三
点
で
あ
る
。

　
ま
ず
行
政
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
な
う
中
で
、
や

や
も
す
る
と
そ
れ
が
行
政
と
し
て
の

実
績
づ
く
り
だ
け
に
使
わ
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
た
め
に
行
政
が
前
面
に
出

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
地
域
の
人

々
、
特
に
青
少
年
自
身
が
そ
れ
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
、
行
政
は
そ

の
基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
、
裏
方
に

徹
す
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
の
人
々
の
自
主
的

な
参
加
が
得
ら
れ
、
育
成
推
進
員
等

の
や
り
が
い
も
増
大
す
る
。

　
さ
て
、
そ
の
推
進
員
等
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
中
に
は
こ
れ
を
名
誉
職

的
に
考
え
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
、

み
ず
か
ら
の
利
益
の
み
を
追
求
し
て

い
る
姿
を
時
々
見
か
け
る
。
こ
れ
は

地
域
に
お
け
る
推
進
員
等
の
選
び
方

に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
育
成

の
現
場
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
青
少

年
や
地
域
の
人
々
の
間
に
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
飛
び
こ
ん
で
ゆ
く
姿
勢
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。

　
最
後
に
一
番
大
き
な
課
題
と
し
て
、

社
会
一
般
に
お
け
る
青
少
年
に
対
す

る
考
え
方
が
あ
る
。

　
青
少
年
の
社
会
参
加
を
論
ず
る
時
、

『
社
会
に
お
け
る
青
少
年
の
役
割
』

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
具
体

的
に
は
ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

む
し
ろ
、
青
少
年
は
こ
う
い
う
活
動

を
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
を
す
る
の

で
は
な
く
、
社
会
の
人
々
全
員
が
『
参

加
』
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

っ
て
、
　
「
奉
仕
活
動
に
青
少
年
の
力

を
」
と
だ
け
叫
ん
で
い
た
の
で
は
、

青
少
年
の
真
の
参
加
は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
実
現
す
ま
い
。
今
、
大
切
な

の
は
、
青
少
年
を
地
域
の
一
員
と
し

て
認
め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
自
身
が
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
を
も
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
有
害
図

書
の
自
動
販
売
機
に
し
て
も
、
青
少

年
に
と
っ
て
有
害
だ
か
ら
撤
去
せ
よ

と
い
う
の
で
は
な
く
、
大
人
自
身
が

地
域
を
よ
り
良
く
す
る
よ
う
考
え
、

青
少
年
と
共
に
歩
む
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　
（
青
少
年
育
成
国
民
会
議
発
行

　
　
　
　
青
少
年
か
ら
転
載
）

①
子
供
を
放
任
す
る
な

～
子
供
を
育
て
る
責
務
の
自
覚
を
～

　
　
子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る
こ
と

　
　
を
忘
れ
る
な
。

　
　
　
～
自
ら
を
き
び
し
く
～

　
　
親
子
の
対
話
を
忘
れ
る
な
。

　
　
　
～
子
供
の
理
解
を
～

　
　
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け

　
　
さ
せ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。

　
　
　
～
生
活
の
基
本
マ
ナ
ー
を
～

　
　
子
供
に
過
度
の
期
待
を
か
け
る

　
　
な

　
　
　
～
適
切
な
目
標
と
進
路
を
～

　
　
子
供
を
甘
や
か
す
な
。

　
　
　
～
忍
耐
力
と
自
律
心
を
～

　
　
小
さ
い
時
か
ら
し
つ
け
る
こ
と

　
を
怠
る
な
。

　
　
～
後
で
悲
し
ま
な
い
た
め
に
～

　
　
二
つ
し
か
っ
た
ら
三
つ
ほ
め
る

　
　
心
が
け
を
忘
れ
る
な
。

　
　
～
い
つ
も
励
み
と
暖
か
さ
を
～

　
　
子
供
に
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と

　
　
を
忘
れ
る
な
．

　
～
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
正

　
　
し
く
～

②③④⑤⑥⑦⑧⑨
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わが家のスケツチ⑩

雪の中で
　　下山（中屋）宮沢マキ

　
新
し
い
年
八
十
一
年
。
こ
の
一
年

が
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
…
…
と

お
参
り
し
て
来
た
ば
か
り
な
の
に
…
…

こ
の
大
雪
。
毎
日
雪
と
の
戦
い
雪
国

の
宿
命
と
は
い
う
も
の
の
う
ん
ざ
り

で
す
ね
。
大
き
な
た
め
息
を
つ
け
ば

「
せ
つ
な
が
ん
な
い
二
月
に
な
れ
ば

降
ら
な
く
な
る
ぜ
」
と
高
校
一
年
の

長
男
、
　
「
あ
ー
二
月
〃
　
ま
だ
一
月

の
始
ま
り
だ
ぞ
」
次
男
の
い
う
に
は

「
母
ち
ゃ
ん
い
く
ら
で
も
で
っ
か
い

か
ま
く
ら
が
ほ
れ
る
の
〃
」
高
校
と

も
な
れ
ば
ち
ょ
っ
ぴ
り
な
ぐ
さ
め
の

言
葉
、
小
学
生
は
む
じ
ゃ
き
な
表
現
。

そ
の
夜
、
雪
の
心
配
し
て
父
ち
ゃ
ん

か
ら
電
話
が
き
て
力
ず
い
た
事
は
た

し
か
で
す
。
父
ち
ゃ
ん
は
六
年
の
時

に
母
親
に
死
な
れ
、
二
十
才
の
時
五

年
も
寝
た
き
り
だ
っ
た
父
が
な
く
な

り
、
兄
弟
五
人
苦
労
の
連
続
だ
っ
た

と
い
う
。
お
盆
に
兄
弟
が
集
り
、
幼

い
頃
の
話
を
し
な
が
ら
誰
と
は
な
し

に
涙
す
る
そ
の
姿
を
見
て
ほ
ん
と
に

苦
労
の
涙
な
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
「
困

難
も
苦
労
も
な
い
生
活
か
ら
は
貴
重

な
体
験
は
生
ま
れ
な
い
」
と
い
う
様

に
そ
の
体
験
を
生
か
し
て
皆
立
派
に

や
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
苦
労
を
子

供
に
は
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
短

な
所
が
あ
る
け
れ
ど
、
達
者
で
働
き

者
の
父
ち
ゃ
ん
に
少
し
で
も
役
立
つ

様
に
と
つ
い
て
い
く
私
と
、
の
ん
き

で
お
と
な
し
い
長
男
。
き
か
ん
坊
の

次
男
は
こ
の
四
月
か
ら
中
学
生
に
…

小
学
最
後
の
年
に
責
任
の
あ
る
仕
事

を
あ
た
え
て
も
ら
っ
た
事
で
少
し
は

大
人
に
な
っ
た
の
で
は
…
…
と
は
親

バ
カ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。
わ

が
家
四
人
い
つ
も
健
康
で
あ
る
事
を

願
い
つ
つ
や
が
て
お
と
ず
れ
る
春
の

暖
さ
を
思
い
春
遠
い
ム
ラ
よ
り
父
ち

ゃ
ん
の
帰
り
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
紹
介
シ
リ
ー
ズ

私
ぎ
紳
紅
考

白馬観音像

そ
の
⑧

全
　
　
高
四
六
　
糎
、
像
　
　
高
三
、
四
糎

三
面
巾
5
、
四
糎
、
肩
　
　
張
る
、
二
糎

腕
　
　
張
る
、
四
糎
、
八
腎
最
巾
四
。
　
糎

蓮
台
座
高
モ
　
糎
、
蓮
台
直
径
三
、
五
糎

　
「
白
馬
観
音
の
本
尊
で
あ
る
こ
の

観
音
像
は
、
三
面
八
辟
目
の
馬
頭
観
音

の
座
像
で
、
小
品
な
が
ら
熊
野
権
現

を
想
起
さ
せ
る
凄
絶
さ
を
た
た
え
て

い
ま
す
。
こ
の
観
音
像
の
台
座
に
．
応

永
十
年
（
一
四
〇
三
）
八
月
廿
四
日

作
之
、
作
者
讃
岐
丸
、
大
江
左
門
”

云
々
の
墨
書
が
み
ら
れ
、
坐
像
は
檜

材
を
用
い
、
彫
り
深
く
衣
摺
の
処
理

も
精
妙
で
、
肉
身
は
金
彩
、
納
衣
は

着
彩
青
色
中
に
浮
紋
を
現
わ
し
、
蓮

弁
は
金
線
を
施
し
、
中
央
部
に
宝
珠

紋
を
浮
か
し
て
お
り
、
さ
だ
め
し
製

作
当
時
は
繊
細
・
豪
華
・
絢
欄
た
る

も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

こ
の
観
音
像
の
作
者
讃
岐
丸
は
地
方

の
人
で
な
く
、
多
分
京
仏
所
の
し
か

る
べ
き
預
所
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
、

左
に
あ
る
大
江
某
の
墨
書
は
寄
進
者

筆
頭
者
で
は
な
い
か
」
と
県
文
化
財

調
査
団
は
考
証
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
観
音
像
は
金
原
教
授

も
推
称
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
で
あ

り
ま
す
。

　
右
の
寄
進
者
と
み
ら
れ
る
大
江
某

と
上
杉
家
と
の
か
か
わ
り
や
当
時
上

杉
家
と
松
苧
神
社
の
関
係
は
さ
だ
か

で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
応
永
十
年
と
云

え
ば
、
越
後
頸
城
郡
誌
稿
に
よ
れ
ば

「
越
後
守
護
職
上
杉
家
の
基
礎
も
固

ま
り
、
富
裕
と
勢
力
が
上
り
坂
に
か

か
っ
て
き
た
上
杉
家
三
代
房
方
の
代
」

で
あ
り
、
松
苧
神
社
が
再
建
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
天
正
七
年
を
遡
る
こ

と
一
七
六
年
前
で
あ
り
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

一
月
受
付
分

謬
御
出
産

若
月
真
吾
　
父
克
　
母
由
美

　
（
長
男
・
室
野
・
長
甚
）

池
田
友
紀
子
　
父
岩
夫
　
母
京
子

　
（
長
女
・
田
野
倉
・
杉
原
）

中
村
　
猛
　
父
政
直
　
母
こ
ず
え

　
（
長
男
・
田
代
・
治
郎
右
工
門
）

山
岸
克
敏
　
父
秀
敏
　
母
ト
モ
イ

　
（
二
男
・
東
山
・
林
）

柳
正
子
父
喜
吉
母
成
子

　
（
長
女
・
松
代
・
松
原
屋
）

魁
お
悔
み

柳
　
昇
平
　
7
5
歳
　
小
屋
丸
　
新
宅

小
堺
辰
三
郎
　
7
8
歳
　
室
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
板
金

小
堺
重
忠
　
7
1
歳
　
蒲
生
　
寒
林

秋
山
ハ
ナ
　
58
歳
　
清
水
　
由
院

小
野
島
ミ
サ
ヲ
　
7
5
歳
　
会
沢
金
年

柳
金
兵
衛
7
1
歳
千
年
田
保

柳
　
シ
サ
ウ
　
8
4
歳
　
奈
良
立
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
の
鍛
治
屋

若
井
宗
吉
　
8
8
歳
　
蓬
平
　
浦
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　文
芸

甲　，　一　一

∈＼麗董
粥9ヒー芒

し
ぶ
み
句
会

1
月
9
日
於
室
野
平
旅
館

豪
雪
の
鶏
足
山
に
初
明
り

去
年
今
年
た
デ
雪
掘
り
に
明
け
暮
れ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

初
詣
五
十
路
の
坂
は
心
し
て

書
の
軸
を
外
し
歳
徳
神
祀
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

門
口
の
雪
積
み
揃
え
年
迎
う

天
窓
の
半
ば
を
埋
め
て
吹
雪
止
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

大
雪
や
隣
の
漏
れ
灯
な
つ
か
し
き

初
暦
か
け
て
ど
こ
や
ら
改
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

つ
っ
か蒜
な
く
縫
い
つ
づ
け
た
し
初
詣

添
え
書
き
の
句
が
楽
し
み
の
師
の
賀

状
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

初
日
受
け
花
芽
を
ほ
ど
く
鉢
の
梅

子
の
末
を
語
り
つ
夫
婦
雪
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

　
　
　
　
　
づ
と

新
藁
の
納
豆
苞
や
青
匂
う

東
天
の
明
け
て
一
声
　
初
鴉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

又
今
朝
も
二
尺
の
雪
と
空
仰
ぐ

孫
よ
り
の
賀
状
の
鳥
の
め
で
た
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

一
枚
を
め
く
る
と
き
め
き
瀧
璽

軒
よ
り
も
警
趣
高
く
な
る
寺
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

初
電
話
雪
や
如
何
に
と
尋
ね
ら
る

ト
ン
ト
ン
と
床
鳴
ら
せ
乗
る
吹
雪
バ

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

門
ご
と
に
五
段
十
段
雪
の
段

ブ
ル
吟
心
る
村
は
雪
、
雪
、
雪
に
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

三
夫
婦
が
揃
い
迎
え
し
大
旦

一
一
一
一
旭
い
寄
る
児
二
枚
の
歯
見
せ
初
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

む
　
え
と

六
干
支
目
の
歯
固
め
の
栗
固
き
か
な

元
旦
に
一
輪
咲
き
し
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

良
き
事
と
初
夢
な
れ
ば
妻
に
告
ぐ

四
十
路
越
え
思
う
こ
と
な
き
初
湯
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

毛
糸
編
む
祖
母
の
背
中
に
孫
眠
る

注
愚
飾
り
か
け
て
迎
う
る
新
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

ど
ん
ど
焼
ど
ん
ど
の
炎
を
口
に
せ
り

初
荷
売
り
路
地
に
つ
つ
ぬ
け
声
通
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

古
寺
の
柱
き
し
ま
せ
雪
が
落
つ

若
木
立
雪
の
重
み
に
地
を
這
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

奥
越
後
雪
に
明
け
暮
る
松
の
内

雪
深
き
と
こ
ろ
に
住
み
て
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

枇
杷
咲
け
ば
出
稼
ぎ
土
工
五
十
年

　
　
　
　
　
ま
ん
じ

街
灯
が
映
す
卍
の
吹
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

年
玉
を
吾
よ
り
大
き
子
に
与
う

　
　
　
　
こ

嫁
が
せ
し
娘
の
あ
る
顔
や
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

着
ぶ
く
れ
て
ダ
ン
プ
誘
導
土
埃

ま
だ
馴
れ
ぬ
ベ
ニ
ヤ
の
部
屋
に
蜜
柑

む
く
　
　
　
　
　
　
　
　
静
峰

地
面
凍
て
鶴
噛
の
先
跳
ね
返
す

　
　
　
　
　
は

地
下
足
袋
を
穿
く
腰
折
る
や
着
ぶ
く

れ
て
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

雪
の
せ
て
擁
み
し
な
や
か
実
南
天

満
天
に
無
音
の
雪
の
ひ
し
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
新
春
雑
詠

　
　
　
o
　
　
　
　
柳
　
　
茶
水

松
飾
り
さ
さ
や
か
な
れ
ど
土
工
部
屋

若
水
や
昔
な
が
ら
の
は
ね
つ
る
べ

餅
花
や
古
き
柱
の
黒
光
り

　
　
　
○
　
　
　
　
本
柳
常
仙

初
暦
表
紙
一
枚
真
白
な
り

　
　
　
　
な
ず
な

亡
き
妻
も
齊
打
ち
た
り
夢
の
中

初
雪
に
庭
南
天
の
赤
映
ゆ
る

　
　
短
歌
池
之
畑
文
痴
老

朝
ご
と
に
尺
余
の
雪
を
踏
み
こ
ざ
く

六
十
路
の
吾
と
孫
ら
二
人
と

雪
々
と
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
が
五
十
日

　
　
　
　
　
　
は
ら
か
ら

如
何
に
在
す
と
同
胞
の
こ
え
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贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
申
告
期
限
は
三
月
十

六
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
・

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
〉

　
所
得
税
は
個
人
が
一
年
間
に
得
た

所
得
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
、
①
事
業
を
し
て
い

る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、
土

地
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
五
十

五
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
配
隅

者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人
、
②
サ
ラ

リ
：
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が
一
、

O
O
O
万
円
を
超
え
る
人
や
二
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、

給
与
以
外
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超

え
る
人
な
ど
で
す
。
ま
た
確
定
申
告

を
し
な
く
て
も
よ
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
も
、
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

人
は
、
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
二

月
十
六
日
前
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
前
年
、
確
定
申
告
を
し
た
人
に
は
、

申
告
書
用
紙
や
書
き
方
な
ど
を
税
務

署
か
ら
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
必

ら
ず
そ
の
用
紙
を
使
っ
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
今
年
、
新
た
に
確
定
申

告
を
す
る
人
に
は
、
税
務
署
に
申
告

書
の
用
紙
や
書
き
方
な
ど
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署

の
ほ
か
に
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
〉

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
贈

与
税
に
は
六
〇
万
円
の
基
礎
控
除
が

あ
り
ま
す
の
で
昭
和
五
十
五
年
中
に

も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
を
合
計
し
て

も
六
〇
万
円
以
下
の
と
き
は
、
申
告

は
要
り
ま
せ
ん
が
、
六
〇
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
に
当

っ
て
、
財
産
の
評
価
額
な
ど
お
分
り

に
な
ら
な
い
点
は
、
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。


